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【地域包括支援センターについて】 
 

地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者のみなさんと家族の生活をさまざま

な面から支える役割を担っています。 

 

  具体的には、 

 ①介護や福祉・医療に関する相談を受け、制度の紹介など適切なサービスにつなげ

ます。 

 ②成年後見制度の活用についての相談や、高齢者虐待の防止や早期発見など高齢者

に関する権利擁護に努めます。 

 ③要支援１・２と認定された人への介護予防サービスの相談や計画作成、および要

支援・要介護に認定されない人への介護予防サービスの相談に応じます。  

④高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、地域のさまざまな機関と情

報共有を行いながらネットワークづくりを行います。 

⑤認知症になっても、安心して暮らせる街づくりを目指して、関係機関と情報共有

を行いながら、ネットワークづくりを行います。 

⑥住み慣れた地域で暮らし続けるために、介護と医療の連携の推進をしていきま

す。 

⑦地域住民・専門職等が地域や地域住民の課題を共に考え、地域ネットワークの構

築・地域課題の把握になるよう働きかけを行います。（地域ケア会議の開催）  

 

ご自身のことや、近隣の高齢者のことなどお気軽に地域包括支援センターに相談く

ださい。 

 

丹波篠山市地域包括支援センターだより 
 

社会福祉法人 丹波篠山市社会福祉協議会 
丹波篠山市東部地域包括支援センター（担当地区：多紀・城東・篠山） 

〒６６９－２５４５ 丹波篠山市小田中２２０番地２（保健センター内） 
ＴＥＬ ５５８－０３２４ ＦＡＸ ５５８－０５６８ 

丹波篠山市西部地域包括支援センター（担当地区：西紀・丹南・今田） 
〒６６９－２２０５ 丹波篠山市網掛３０１番地（丹南健康福祉センター内） 
ＴＥＬ ５９４－３７７６ ＦＡＸ ５９０－１５５７ 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556174652/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2tpZHMud2FucHVnLmNvbS9pbGx1c3QyNDAuaHRtbA--/RS=%5eADB9O1X0kJee4KSiUATgVollv_eztU-;_ylt=A2RCA9a8BcBconYAuAyU3uV7


 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 と  き と こ ろ 内  容 問 い合わ せ 先 

こころの相談日 

5 月 17 日（金） 
6 月 21 日（金） 
（第 3 金曜日） 

13：30～ 

篠山市民センター 
高齢者の相談 
(主に認知症など) 
※要予約 

丹波篠山市役所 
長寿福祉課 
高齢支援係 
TEL552-5346  

かやのみカフェ 

５月 26 日（日） 
７月 28 日（日） 

(奇数月第４日曜日) 
10：00～ 

ひおきホットステーション 
(中信城東支店向かい) 

認知症介護で悩ん
でいる人や認知症
に関心がある人が
気軽に立ち寄れる
スペース 

丹波篠山市役所 
長寿福祉課 
高齢支援係 
TEL552-5346  

 
東部地域包括支援センター  

TEL558-0324 

西部地域包括支援センター

TEL594-3776  

ホッと・ひといき
カ フ ェ 

5 月 13 日（月） 
６月 10 日（月） 
（第２月曜日） 

13：30～ 

城下まち会館 

たきたきカフェ 

６月 ２日（日） 
７月 ７日（日） 
（第１日曜日） 

13：30～ 

篠山東デイサービス 
センター 

りんごカフェ 

６月 12 日（水） 
７月 10 日（水） 
（第２水曜日） 

14：00～ 

喫茶店「林檎の樹」  
（岡野小学校前） 

カフェやすらぎ 

６月 13 日（木） 
７月 11 日（木） 
（第 2 木曜日） 

13：30～ 

古市サービスステーション  
（西井クリニックの横）  

高齢者・障がい者 
権利擁護専門相談会 

５月 14 日（火） 
５月 28 日（火） 
（第２・４火曜日） 

13：30～ 

四季の森生涯学習 
センター 

高齢者・障がい者
の生活上のお困り
ごとに関する相談 
※要予約 

権利擁護サポート
センター 
丹南健康福祉セン
ター 
TEL594-2022 

地域包括支援センターの日々の活動をＰＲ 

～地域包括支援センターインフォメーション～ 

市外在住の息子さんから「丹波篠山市に

高齢の両親が住んでいるが、父は認知症で

あり、母も認知症の疑いがある。両親はお

金の管理や福祉サービスの利用などがうま

くできず、息子は仕事が忙しくなかなか両

親のために動くことができないので、どう

すれば良いのか」との相談がありました。 

 相談者の父については、認知症が進行し

ており、担当ケアマネジャー、権利擁護サ

ポートセンターと相談し、息子さんが成年

後見制度を申し立てされました。 

 相談者の母については、ある程度の判断

能力があるものの金銭や郵便物の管理に不

安があり、社会福祉協議会の日常生活自立

支援事業を提案し、金銭や郵便物の管理の

支援をお願いしました。 

 現在は、ご夫婦ともに介護サービスを利

用しつつ、成年後見制度と日常生活自立支

援事業の手続きを進めながら、平穏な日々

を過ごされています。 
 

 2019 年 4 月 18 日～20 日インテックス大阪で

西日本最大級の介護・福祉・高齢者医療・看護・訪

問看護の総合展示会が開催されました。福祉用具や

介護ロボット、リフトやコミュニケ―ション機器な

ど展示は多岐にわたり、展示ブースでの体験や試乗

も活発に行いました。個人的には防災コーナーで簡

易のヘルメットやトイレ設備、コンパニオンロボッ

トやレクリエーション関連に興味を持ちました。こ

こで見聞きした商品を実際に家族やご利用者さん

に提案したり紹介したりすることもあると思いま

す。より快適な生活を支援できるように今後の参考

にしていきます。 

 

認知症になっても 

安心して暮らせるまちづくり 

 

総合福祉展のようす 

☆お知らせＢｏｘ☆ 

 


